
『素敵すまい』の裏技満載！

372号ではレンタル収納を活用して物を減らし、お部屋を広くする方法を紹介しました。今回は、いくつかのテクニックで
お部屋を広く見せて快適に過ごせるコツを紹介します。季節の変わりめに思いきって模様替えに挑戦してみませんか？

★詳しいお問い合わせは各支店まで。電話番号は裏面をご覧下さい。

http://www.e-uemura.jp上村建設 http://www.e-jyuutaku.com住まいの宝箱

http://www.happy-house.co.jp賃貸物件をお探しの方は

バックナンバー
まだまだあります バックナンバー 。詳しくは「住まいの宝箱」HPの〈お困りキーワードでサイト内検索！　　　　　　　　　　　　　〉で！部　屋

『258号部屋を広く見せる7つのテクニック』もあわせてご覧ください。

お部屋を広く見せて快適に！！
素敵すまいる館377号

「白」を基調にシンプルに
テーブル、ソファなどを白やアイボリー、ベージュなどで揃え
ると圧迫感がなく部屋に一体感がでて視覚的に広く見えます。
また、白い色は光を反射するので部屋を明るく見せてくれる効
果もあります。

家具は壁の色に合わせる
特にキャビネットなどの大きな家具は、壁に近い色を選ぶのが
おすすめ。壁と一体化させることで部屋がスッキリします。

カーテンは無地か小さい柄を
インテリアアイテムの中でも特に大きな面積を占めるカーテン
は、「淡い色の無地」を選びましょう。どうしても柄がほしい
場合でも小さい柄か縦長効果で部屋をスッキリ見せてくれる細
いストライプを選びましょう。

低めの家具で目線の抜けをつくる
部屋を広く見せるためには、部屋に入ってすぐの目線を遮
らないこと。ソファやテーブル、キャビネットなどは背の
低い物を選びましょう。背が高い家具は部屋に入ってすぐ
の死角になる壁際に置き目線を遮らないようにします。

床や壁を多く見せる
床が多く見えているほうが部屋が広く感じます。ラグなど
も床を覆いすぎないようにして床を見せましょう。また、
壁も見える部分が多い方が部屋が広く見えます。

目の錯覚アイテム、「窓」と「鏡」
窓は外界とつながり、開放感を得ることができます。周り
にごちゃごちゃと物を置かずにすっきりしておくことで奥
行きのある印象に。また、室内に鏡を置けば対面が写り、
空間に奥行きが生まれます。

カラーテクニックで部屋を広く見せる。
部屋は様々な色であふれています。配色によっては、部
屋に圧迫感がでて狭く感じる場合があります。お部屋を
広く見せるポイントは、色の選び方にありました。

目の錯覚で部屋を広く見せる。
圧迫感を与えず部屋を広く見せるためには、インテリア
の高さと配置がポイント。床や壁を多く見せることで、
視界が広がり、広々とした空間に見せることができます。


